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　色の表示に用いる数値や記号等の表色値を求めることを測色という。広義では標準色票と比較して
表色値を定めることを含み、狭義ではＣＩＥ表色系の三刺激値Ｘ、Ｙ、Ｚを求めることを指す。

（visual colorimetry）
　人間の眼を直接用いて色を測ることを総称して視感測色という。

　試料の色と同じに見える色を標準色票の中から探し、その表色値を試料色の表色値とする方法。
マンセル表色系に基づくＪＩＳ標準色票を用いると、試料色のＨＶ／Ｃが求められる。
　色の直接比較は布地、染料、塗料あるいは印刷の分野でよく使用されている。比較方法については
日本工業規格 JIS Z JIS Z JIS Z JIS Z 8723872387238723：「：「：「：「表面色表面色表面色表面色のののの視感比較方法視感比較方法視感比較方法視感比較方法」」」」に規定されている。
　試料色と標準色票等は、自然昼光（北空昼光）か色比較用照明ブース（人工昼光）の下で観察する。
自然昼光の場合は季節や太陽高度を考慮し、利用時間を日出３時間後から日没３時間前迄が望ましい。
人工昼光は、色比較用ブースに国際照明委員会（ＣＩＥ）の標準イルミナントＤ65に近似する分光分布を

持つ常用光源Ｄ65が用いられる。

　試料の色指定あるいは色を記号で表したい場合は、その目的に応じた標準色票を選定する事が望ましく、
マンセル色票、ＪＩＳ標準色票、ＤＩＮ色票、ＮＣＳ色票等がある。
　対象の大きさや形状は同じで、表面状態も出来るだけ等しいことが望ましく、大きさと観察距離は視角約２°
又は約１０°になるようにしなければならない。色比較の作業面照度は１０００～４０００ｌｘ、４５度方向から
照明し垂直方向から観察する又は垂直方向から照明し４５度方向から観察する。

混色混色混色混色によるによるによるによる測色測色測色測色
　複数の色光を加法混色や減法混色によって試料面色と等色させ、各色光の混色量から試料色の表色値を
求める方法。ＣＩＥ ＲＧＢＣＩＥ ＲＧＢＣＩＥ ＲＧＢＣＩＥ ＲＧＢ表色系表色系表色系表色系のののの等式関数等式関数等式関数等式関数はこの方法で定められ、この方法に用いられる色彩計を
視感色彩計視感色彩計視感色彩計視感色彩計と言う。

　測色する物体を、定められた照明及び受光条件下において測色用標準光源で照明し、心理物理的な量を
測定して、三刺激値Ｘ、Ｙ、Ｚを求める方法。分光測色法（こちらの方が正確）と刺激値直読方がある。

（spectrophotometric colorimetry）
　普通の光は多くの単色光の集まりであり、各波長の単色光の三刺激値を求め、加算してその光の三刺激値
を得る。具体的には、光源Ｄ65と観測者の特性である等色関数の値を用いて試料物体の分光反射率を測定し、

その値から計算によって三刺激値（ＸＹＺ）を求める。この種の色彩計は分光色彩計（分光測色計）という。
測定は一般に、分光分布反射率が判っている標準白色面との比較測定により行う。
・第１種分光測光器
　　試料を波長の異なるスペクトルで順次照射し、各波長における反射率を測定する。
　波長範囲３８０nm～７８０nm、有効波長幅５nmあるいは１０nm、測定値から試料の反射率を測定する。
　その測定法により波長走査型分光測光器ともいい、第２種分光測光器より正確である。
・第２種分光測光器
　　回析格子等を用いて分散されたスペクトルの結像面にアレイ状の受光素子（ｼﾘｺﾝﾌｫﾄﾀﾞｲｵｰﾄﾞｱﾚｲ等）
　を配置し、分光反射率を測定する。波長範囲４００nm～７００nm、有効波長幅２０nm。
　第２種分光測光器は簡易分光器又はポリクロメーターとも呼ばれ、測定時間は短いが各波長の細かい測定は
　できない。対象の分光反射率がピークを持つ高彩度色の場合は誤差が大きくなる。

当資料の内容、画像の無断転載、転用については固くお断りします。
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　受光器の分光感度をＣＩＥの等色関数に近似させて直読する方法である。受光器と３原色のフィルターを組合　　　＿    　　 　　＿             ＿

せてｘ(λ)、y(λ)、Z(λ)に近似させた各受光器を用いる。この測色計は光電色彩計（色差計）と呼ばれている。

受光器の分光感度とフィルターの分光透過率の積が、どの程度ＣＩＥの等色関数に近似しているかの程度を
ルーター条件と呼んでいる。完全に近似するのは困難であり、一般には刺激値直読方法は分光測色法より
正確度が劣るが、簡単な操作で短時間に比較的正確に測定できるため、工業的には広く用いられている。

画像の出展 ： Ａ・Ｆ・Ｔ色彩検定　対策テキスト　１級編　ｐ３３より

当資料の内容、画像の無断転載、転用については固くお断りします。
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